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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、転写因子STATファミリーのメンバーです。サイトカインや成長因子に反応して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、その後ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成して細胞核に移行し、そこで転写活性化因子として作用します。このタンパク質は、IL4を介した生物学的応答の発現において中心的な役割を果たします。IL4の抗アポトーシス活性を担うBCL2L1/BCL-X(L)の発現を誘導することが分かっています。マウスを用いたノックアウト研究では、この遺伝子がTヘルパー2（Th2）細胞の分化、細胞表面マーカーの発現、免疫グロブリンのクラススイッチに関与していることが示唆されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2010年5月]、機能：シグナル伝達と転写活性化という二重の機能を果たします。インターロイキン-4シグナル伝達に関与する。,PTM:IL-4およびIL-3刺激後にリン酸化されるチロシン。,類似性:転写因子STATファミリーに属する。,類似性:1つのSH2ドメインを含む。,細胞内局在:リン酸化に応答して核に移行する。,サブユニット:関連ファミリーメンバーとホモ二量体またはヘテロ二量体を形成する（類似性による）。C末端LXXLLモチーフを介してNCOA1と相互作用する。,
	研究分野
	ジャク_STAT;
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	STAT6抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	STAT6抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

